
 

 

写真２ 大量へい死した稚貝 

真
珠
養
殖
業
の
新
た
な
課
題
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

介
藻
類
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は
じ
め
に 

長
崎
県
の
真
珠
養
殖
業
は
、
赤
変
病
※
一

の
発
生
よ

り
平
成
八
年
以
降
、
生
残
率
や
真
珠
品
質
の
低
下
が

み
ら
れ
、
景
気
低
迷
に
よ
る
需
要
の
減
少
も
影
響
し
、

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。 

※
一:

貝
柱
の
赤
変
化
を
特
徴
と
す
る
感
染
症 

そ
こ
で
、
総
合
水
産
試
験
場
は
、
真
珠
組
合
、
青

年
部
、
行
政
、
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
、
生
残
率
の
向
上
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
及

び
真
珠
の
色
彩
や
照
り
等
の
品
質
向
上
の
た
め
の

技
術
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
表
一
）
。
そ
の
成
果

も
あ
り
、
生
産
さ
れ
た
真
珠
（
写
真
一
）
は
全
国
真

珠
連
合
会
主
催
等
の
入
札
会
や
品
評
会
で
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
三
年
の
一
経
営
体
あ

た
り
の
生
産
額
は
、
平
成
八
年
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
に
回
復
し
（
図
一
）
、
長
崎
県
は
十
二
年
ぶ
り

に
全
国
一
位
の
生
産
県
と
な
り
ま
し
た
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こ
の
よ
う
に
、
真
珠
養
殖
の
経
営
は
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
令
和
元
年
か
ら
当
歳
貝
（
以
下
、
稚

貝
と
称
す
）
が
大
量
へ
い
死
す
る
新
た
な
問
題
が
起

こ
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
年
度
か
ら
取
組
む
「
真
珠
養
殖
業
経
営
安
定

化
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

新
た
な
課
題 

稚
貝
の
大
量
へ
い
死
は
、
令
和
元
年
以
降
、
毎

年
発
生
し
、
西
日
本
各
地
の
真
珠
養
殖
場
で
初
夏

か
ら
秋
季
に
発
生
す
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
（
写
真
二
）
。
真
珠
養
殖
の
関
係
県
と
国
で
は
へ

い
死
状
況
の
調
査
や
情
報
交
換
を
行
い
、
原
因
の

究
明
に
取
組
み
、
令
和
四
年
二
月
に
（
国
・
研
）
水

産
技
術
研
究
所
と
愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
ビ
ル
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
原
因
で
あ
る
と
公
表

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
県
内
の
真 

珠
養
殖
業
者
で
は
、 

こ
の
対
策
と
し
て
真 

珠
を
つ
く
る
貝
を
確 

保
す
る
た
め
、
大
量 

へ
い
死
が
発
生
す
る 

写真１ 品質が向上した真珠 

図１ 経営体あたりの真珠生産額 



 

 

以
前
よ
り
も
多
く
の
稚
貝
を
購
入
し
て
い
ま
す
が
、

稚
貝
購
入
費
の
増
加
と
飼
育
に
要
す
る
経
費
や
労

力
の
増
大
な
ど
の
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
真
珠
養
殖
業
界
で
は
、
稚
貝
の
生
残

率
向
上
と
真
珠
を
つ
く
る
貝
の
安
定
確
保
を
強
く

望
ん
で
い
ま
す
。 

技
術
開
発 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
令
和
五
年
度
か
ら
稚

貝
の
へ
い
死
を
軽
減
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

一
．
へ
い
死
調
査 

 

稚
貝
の
へ
い
死
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
へ
い

死
状
況
を
把
握
し
、
生
残
、
成
長
、
飼
育
方
法
及
び

水
温
、
餌
料
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
量
等
の
漁
場
環
境
を

調
べ
ま
す
。 

二
．
早
期
採
卵
に
よ
る
稚
貝
の
へ
い
死
軽
減
対
策 

 

稚
貝
の
大
量
へ
い
死
時
は
、
こ
れ
ま
で
の
聞
取

り
か
ら
大
型
個
体
の
方
が
小
型
個
体
よ
り
、
へ
い

死
率
が
低
い
と
の
情
報
が
あ
り
、
今
年
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
大
量
へ
い
死
個
体
の
平
均
殻
長
は
約
四

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
量
へ
い
死
が
発
生
す
る
初
夏
ま
で
に

稚
貝
の
平
均
殻
長
を
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ

（
図
二
の
黒
点
線
）
か
ら
へ
い
死
が
少
な
い
七
ミ 

          

リ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
（
図
二
の
赤
点
線
）
の
大
型

個
体
を
生
産
す
る
技
術
開
発
に
取
組
み
ま
す
（
図

二
）
。
現
在
、
種
苗
生
産
は
三
～
五
月
に
行
わ
れ
て

お
り
、
初
夏
ま
で
に
大
型
個
体
の
生
産
割
合
を
高

め
る
た
め
に
は
一
～
二
月
の
早
期
採
卵
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
親
貝
の
選
抜
や
成
熟
促

進
等
の
早
期
採
卵
技
術
の
開
発
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

三
．
飼
育
方
法
に
よ
る
稚
貝
の
へ
い
死
軽
減
対
策 

大
量
へ
い
死
は
感
染
症
が
原
因
で
あ
る
た
め
、

稚
貝
の
隔
離
飼
育
を
行
い
、
有
効
性
を
検
証
し
ま

す
。
次
に
、
稚
貝
の
へ
い
死
数
の
多
寡
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
だ
け
で
な
く
、
飼
育
環
境
や
貝
の
栄
養
状

態
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
夏
季
の
高
水
温

時
に
お
け
る
飼
育
篭
の
深
吊
り
や
適
正
な
飼
育
密

度
等
の
試
験
を
実
施
し
、
へ
い
死
軽
減
対
策
に
つ

な
が
る
飼
育
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。 

お
わ
り
に 

真
珠
養
殖
の
課
題
は
、
稚
貝
の
大
量
へ
い
死
の

他
に
も
、
貝
に
挿
入
し
た
真
珠
核
が
脱
落
す
る
大

き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
課
題
の
解
決
に
向
け
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
開
発
し
た
技
術
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に(

写
真
三
）
、 

養
殖
業
者
へ
の
普 

及
や
種
苗
生
産
機 

関
へ
の
技
術
移
転 

を
随
時
行
い
ま
す 

の
で
、
皆
様
の
ご 

協
力
を
頂
け
ま
す 

よ
う
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

（
担
当 

岩
永 

俊
介
） 

写真３ 生産した最高品質の真珠 

図２ 大量へい死時期における稚貝の 

殻長の大型化（イメージ図） 


